
    


恵比寿さん見てえびす顔　七福神めぐり


「平塚に住んでいても、まだまだ知らない場所ってあるものねぇ」とほほ笑む古谷光江さん（表紙写真左から4人目）。市観光協会の案内で古谷さんら明石町町内会の面々が訪れているのは、湘南ひらつか七福神の恵え びす比寿神をまつる三嶋（みしま）神社です。

　寒い季節でも、みんなで過ごす楽しいひとときに心はホカホカ。思わずみんなでえびす顔です。

　湘南ひらつか七福神をめぐって、平塚駅の周辺を探索してみました。




2面へ




"弁天さま"ご一行七福神をめぐる

今回の七福神めぐりは、市観光協会と明石町の町内会が協力して実施しました。七福神は随時お参りができます。

問:市観光協会　電話：0463-20-5110



　「平塚にいつでも楽しめる観光スポットをつくろう」と、市観光協会が昨年の7月に湘南ひらつか七福神をお披露目しました。平塚駅を中心に、食事や買い物を楽しみながらめぐることができます。専用の台紙（地図上⑦写真）にご朱印をもらうのも、楽しみ方の一つです。詳細は市観光協会のウェブをご覧下さい。
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[image: 平塚八幡宮]

地図上②「平塚八幡宮」




[image: 春日神社の子連れの吽形]

地図上③「春日神社」




[image: 善性寺の象牙の福禄寿]

地図上⑤「善性寺」

▲象牙の福禄寿は小さいながらも大きな存在感





[image: 長楽寺でご朱印]

地図上⑦「長楽寺」

▲長楽寺でご朱印をポン！あと1カ所でめぐり終わります





最初は八幡宮の弁財天

「準備体操を始めまーす！」

　朝の新宿（しんしゅく）公園（地図①）に響く朗らかな声。明石町町内会の23人の〝弁天さま（女性陣）〟と3人の〝大黒さま（男性陣）〟が、入念に体をほぐします。今日は町内会の企画で「湘南ひらつか七福神」をめぐるのです。市観光協会事務局長の福井寛暉（ひろあき）さんと、市民観光サポーターの小梶宏子さんも付き添います。

　最初に到着したのは平塚八幡宮（②）です。西側の入り口から鳥居を一つくぐると、池の赤い鳥居の先に弁財天が現れます（地図上②写真）。手を合わせてお参りをした後は、社務所に並ぶ一行。弁財天のご朱印を押してもらいました。





春日神社～妙安寺

　次に目指すのは春日神社（③）。「道々に望める高麗山も見所です」と説明する福井さん。到着した一行の視線を真っ先に捉えたのは狛犬（こまいぬ）でした。「子連れなのね」。口を開いた阿形（あぎゅう）は子どもに乳を飲ませ、口を閉じた吽形（うぎゅう）（地図上③写真）は子どもを抱いています。目的の毘沙門尊天は奥にあります。京都の鞍馬寺ゆかりの仏師が
彫ったという説明に、感嘆の声が上がりました。

　次は妙安寺（④）です。「この階段を昇るだけでご利益がありそう」と息を切らして笑う人。長い階段を昇ると本尊の鬼子母神像（左写真）があり、右隣には大黒尊天がありました。ウオーキングの途中でよく妙安寺の前を通るという北村詔子さんは「中に入るのは初めて」と満足気に目を細めます。午前中はこれで終了。昼食を兼ねて休憩です。


[image: 本尊の鬼子母神像]

妙安寺で本尊と大黒尊天を同時に参拝



善性寺～長楽寺

　昼食を終えた一行は、平塚駅の南口に向かいます。次の目的地は善性寺（⑤）です。象牙でできた福禄寿（地図上⑤写真）はもちろん、住職の集めている湯飲みのコレクションも見どころです。じっくりと鑑賞したら、次は道路を挟んだ向かい側にある三嶋神社（⑥・表紙写真）に。福々しい顔の恵比寿神に、一行の顔もぱっと明るくなりました。

　そこから南東に500メートルほど進むと長楽寺（⑦）です。今回は市観光協会の企画で、住職の法話を聞いた一行。「話を聞いて優しい気持ちになったわ。家にいると怒ってばかりだけど」と誰かが漏らした感想に、みんなが「私も！」と笑います。




突然買い物ツアーに

　6カ所をめぐり、時計の針は午後2時を指しています。歩き疲れるどころか、どんどん元気になっていく一行。「この辺に干物屋さんがあるって聞いたんだけど……」。誰かのつぶやきを受けて、予定外の買い物ツアーが始まりました。

　須賀周辺（⑧）には魚屋やかつお節屋など、港町らしいお店がたくさんあります。和菓子屋などにも立ち寄り、荷物をずっしりと重くしながら数十分。ようやく最後の目的地に向けて出発です。




散歩～蓮光寺

　「きれいねぇー」。相模川河口の堤防を上がると広がる、川と海が溶け合う景色に歓声が上がりました。「ここが平塚八景の一つ、湘南潮来（いたこ）（⑨）です」と解説する福井さん。潮風を感じながら、一行は川沿いをゆっくりと北に向かって歩きます。ＪＲ東海道線の線路を超えたら、本日最後の目的地の蓮光寺（⑩）です。

　蓮光寺に到着した一行は「布袋さんをなでたらご利益がありそうじゃない？」と、満面の笑みを浮かべます（次写真）。ここで最後のご朱印をもらい、七福神めぐりが終了しました。

　「今日はいろいろと思いがけない発見がありました。七福神は平塚の観光の足がかりになるんじゃないかしら」。参加した宮川朝子さんの感想です。平塚駅周辺を散策しながら楽しめる七福神めぐり。新年の始まりに、いかがでしょうか。
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布袋尊をなでてニッコリ


この日の道のり


新宿（しんしゅく）公園出発→平塚八幡宮→春日神社→妙安寺→昼食→善性寺→三嶋神社→長楽寺→須賀散策→蓮光寺で解散。午前8時30分から午後3時20分まで約2万歩を歩きました。

[image: この日の道のり]




平塚市観光協会


　昭和30年に設立された市観光協会。市内の史跡やイベントなど、平塚市の魅力を広く伝え続けています。お問い合わせは松風町2-10（平塚商工会議所内）　電話：0463-20-5110へ。




平塚の魅力を再発見

市民観光サポーター相模三十三札所グループ


　観光の起爆剤に、という思いを込め、市民観光サポーターの相模三十三札所グループが「相模新西国三十三札所」を案内する巡拝本を作成しています。平塚市・秦野市・大磯町・二宮町の33カ所の観音像を紹介しています。

　「距離を計測しながら、グループ全員で3日間かけて三十三札所を全部歩いたんです」と言う、観光アドバイザーの馬場一夫さん。メンバーの前川光敏さんも「歩きながら、昔の人もめぐったであろう道に思いをはせてね」とうなずきます。地図を作画した石井英雄さんは「現地では、地元の人でも場所を知らないこともありました。初めて訪れる人にも分かりやすい地図を描こうと工夫しました」と苦労を語ります。

　班長の野口俊夫さんは「ベースになっているのは一昔前の案内本なので、再取材などをして、ほとんどの文章を新たに書き起こしました」と話します。巡拝本の見所の一つは写真です。通常は12年に一度・丑（うし）年のときにしか公開されない貴重な観音像を、美しいカラー写真で全て紹介しています。

　完成した巡拝本は、市観光協会で見ることができます。4月20 日（金）～22日（日）には、三十三札所を巡拝するイベントも企画しているそうです。



[image: 相模三十三札所グループ]

写真右から石井英雄さん、前川光敏さん、藤尾浩司さん、野口俊夫さん




市民の力で観光発掘

市観光協会事務局長　福井寛暉さん


　平塚は東海道五十三次、土屋や岡崎の城館といった歴史的なスポットや、美しい海川、緑あふれる丘陵など豊かな自然があります。

　市民の力で平塚の魅力を掘り起こしてもらいたい……。そこで生まれたのが市民観光サポーターです。平成20年度に募集を開始し、20代～80代の約30人が手を挙げてくれました。
市民観光サポーターは7つのグループに分かれて活動しています。湘南ひらつか七福神を立ち上げたイベントグループ。平塚学園高校や太洋中学校の生徒さんと海岸にハマヒルガオを植
えている花グループ。子どもたちに平塚の名所を見つけてもらう「こどもが選ぶひらつか五百選」を実施した情報発信グループ。昨年話題になった「イワシのフリッター」を始めた地場産業グループ。平塚駅東口の地下道を絵で彩った美しいまちづくりグループ。このほかに、ツアーグループと相模三十三礼所グループが平成22年4月に誕生しました。それぞれの活動にご期待ください。



[image: 福井寛暉さん]



[image: 平成24年の主なイベント]


日程・内容は平成23年12月現在です。変更になる場合があります。



[image: 平成24年の主なイベントの日程・内容表]



[image: 心肺蘇生法が変わりました]

好評発売中


　平成23年度の「湘南ひらつか観光風景写真コンクール」に入選した作品などをカレンダーにしました。四季折々の美しい平塚の風景をお楽しみください。平塚市・大磯町・二宮町のイベント情報も掲載しています。市観光協会などで、1,000 円で販売しています。

問：市観光協会　電話：0463-20-5110




心肺蘇生法が変わりました

　事故や急病のとき、現場に居合わせた人が協力することで助かる命があります。いざというときに必要な救急蘇生法の指針が変わりました。市消防本部で毎月9日に開く普通救命講習会などを受講し、特にポイントとなる心肺蘇生法を身に付けましょう。

問：消防救急課　電話：0463-21-9729


[image: 胸骨圧迫実習]

人形で胸骨圧迫を実習



　「肘を伸ばして押しましょう」。講師の応急手当普及員が、すっと肘を支えてコツを伝授します。「腕だけで押すよりも疲れにくいんです。いざというときに、長く続けられます」。

　12月9日、恒例の普通救命講習会が消防本部で開かれ、約20人が受講しました。心肺蘇生法の概要説明の後、実習へ。練習用の人形を相手に、受講者全員が1人ずつ汗を浮かべながら、心肺蘇生法に取り組みました。

　「胸骨圧迫で、正しい位置に手を当てることが難しいようです」と、応急手当普及員の渡辺豪さん。不正確な方法では、効果がないばかりか、骨折の危険すら生じます。

　市消防本部では、普通救命講習会を毎月9日に開いています。この機会に、心肺蘇生法を学びませんか。




普通救命講習会

　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の取り扱い方と、心肺蘇生法を学びます。

　毎月9日、午前9時～正午。消防庁舎2階屋内訓練室など。市内在住の方30人（先着順）。

　団体の場合は、消防職員を派遣して講習会を開くこともできます。

募：消防救急課　電話：0463-21-9729




応急手当普及員の講習会

　応急手当普及員は企業や学校などで従業員や生徒に対して、心肺蘇生法などを教える「普通救命講習」を開くことができる資格です。会場はいずれも勤労会館です。

①応急手当普及員再講習会

　2月6日（月）午前9時～正午。応急手当普及員の資格を取得した日から3年程度経過する方20人（抽選）。テキストは各自持参してください。

②応急手当普及員講習会

　普通救命講習の指導要領を説明します。

　2月7日（ 火）・8日（ 水）・9日（木）、午前9時～午後5時。普通救命講習を受講済みの、市内在住・在勤の方30人（抽選）。4800円程度。

募：1月6日（金）～20日（金）に、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。




救急車の利用は

　①事故で大きなけがをした②急いで手当てを必要とする病気やけがをした③急いで入院させる必要がある、場合に限ってください。

　救急の出動件数は近年、増加傾向にあり、救急隊の現場到着時間も遅くなっています。緊急性のない軽傷者が出動を要請するケースが過半数を占めています。

　このままでは、本当に緊急性のある傷病者への対応に支障が出る可能性があります。




119番通報のかけ方

　消防車や救急車が一刻も早く到着できるように、通報は落ち着いて正確に状況を伝えることが大切です。

　また、携帯電話からの119番は平塚市以外の消防署に通報が入ることがあります。通報の場所は市町村名から伝えてください。




軽いときは救急タクシー

　比較的軽い症状で、救急車を使う必要はないが病院までの交通手段がない場合などは救急タクシーをご利用ください。

　市内の救急タクシー登録事業所は神奈中ハイヤー・二宮神奈中ハイヤー・相模中央交通　電話：0120-777-701、神田交通　電話：0463-54-2222、江南交通　電話：0120-44-0006です。





新しい心肺蘇生法の流れ


①反応を確認する

　「大丈夫ですか」→「反応なし」

②周りの人に助けを求める

　119番で救急車を呼び、AEDを手配。1人の場合はまず119番に通報する。

③呼吸（胸と腹の上下の動き）を確認

　「普段どおりの呼吸なし」

④直ちに胸骨圧迫

　胸の真ん中（右図）に両手を重ねて当て、肘を伸ばして垂直に5センチ下に圧迫する。1分間に少なくとも100回のテンポで押す。

　胸骨圧迫を30回したら2回人工呼吸をする。（人工呼吸がスムーズに行えない、ためらわれる場合は、胸骨圧迫だけする。）

⑤自動体外式除細動器（AED）を使用



まず胸骨圧迫から開始


　主な変更点は次の3点です。

①心停止を確認するための呼吸の観察では、気道確保をしないことになりました。ただし、人工呼吸の際には気道を確保します。

②呼吸の観察では「見て、聞いて、感じて」をなくし、胸と腹部の上下運動の有無を10秒以内、見るだけに変わります。

③普段どおりの呼吸がなければ、胸の真ん中の胸骨を押す、胸骨圧迫から心肺蘇生を開始します。

　普段どおりの呼吸に戻るまで、または救急隊に引き継ぐまで胸骨圧迫と人工呼吸を続けます。特に、強く速く絶え間ない胸骨圧迫が重要です。



[image: 体内図]



応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　1月10日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]



募集


幼稚園教諭


　1人。幼稚園教諭の資格があるか、3月までに取得見込みの、昭和61年4月2日～平成4年4月1日に生まれた方。一次試験は2月4日（土）。


募：教育総務課　電話：0463-35-8113などにある受験申込書を、1月21 日（土）～23日（月）、午前9時～午後5時に、本人が直接、豊原分庁舎1号館の会議室へ。申込書は市ウェブからダウンロードできます。




市の嘱託員


　①市民窓口センター2人②消費生活センター相談1人③就労相談1人④歯科衛生士1人⑤高齢者健康指導1人⑥障がい程度区分認定審査等事務3人⑦介護認定調査2人⑧保育士Ａ6人⑨保育士Ｂ2人⑩保育園給食調理・用務作業4人⑪管理栄養士1人⑫臨床心理士1人⑬少年指導1人⑭国民健康保険税徴収事務1人⑮公園作業1人。

　勤務日数は週3～5日、月額賃金は11万600円～17万1300円で、いずれも職種により異なります。採用予定日は4月1日以降。

　雇用期間は1年度以内で、勤務成績などにより、4回まで更新する場合もあります（⑮を除く）。第1次試験は1月28日（土）。


募：本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館などにある受験申込書を1月6日（金）～20日（金）の平日に、本人が直接、同課へ。申込書は市ウェブからダウンロードできます。





教育委員会の嘱託員


　①校務作業5人②給食調理（共同調理場）5人③給食調理（自校方式）10人④公民館事務2人⑤地区図書館奉仕業務3人。


　勤務日数は週3～5日、月額賃金は6万5500円～12万300円。採用予定日は4月1日。雇用期間は1年度以内で、勤務成績などにより、更新する場合もあります。第1次試験は1月28日（土）。

募：教育総務課　電話：0463-35-8113や図書館にある受験申込書を、1月20日（金）までの平日に、本人が直接、豊原分庁舎1号館2階の同課へ。申込書は市ウェブからダウンロードできます。





市長と語ろう！ほっとミーティング


　テーマは防災対策です。

　①2月2日（木）午後7時～9時。中原公民館（御殿2-17-38）②11日（祝）午後1時30分～3時30分。四之宮公民館（四之宮3-20-26）。各20人（抽選）。②は1歳以上の未就学児の保育（4人まで）があります。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項・希望日（②は保育の有無も）を、1月19日（木）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：0120-704589　メール：jousou@へ。





臨時給食調理員などの登録者


　有効期間1年間の登録制で、欠員が生じた場合に採用します。

①臨時給食調理員の登録者

　給食調理や食器の洗浄などの補助作業。月12日以内。時給875円。

②臨時給食配膳員の登録者

　共同調理場から配送される小学校で、給食を配膳します。週19時間以内で、1日当たり2～4時間。時給1000円。

募：市販の履歴書に顔写真を付け、本人が直接、1月10日（火）～16日（月）の平日に、豊原分庁舎1号館2階の学校給食課　電話：0463-35-8119へ。履歴書は返却しません。





合同就職面接会の参加企業


　参加負担金はありません。原則として、正社員の求人です。

　3月14日（水）午後1時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。15 社（抽選）。

募：電話・ファクス・メールで、求人企業情報の様式を、2月10日（金）までに、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759　メール：sangyo-s@へ請求してください。





学校給食物資納入業者の登録


　平成24年度に、学校給食用の食材の納入を新たに希望する業者の申請を受け付けます。23年度に登録済みの方は申請の必要はありません。

募：申請用紙の配布は1月10日（火）～17日（火）の平日、申請は18日（水）～25日（水）の平日、午前8時30分～午後5時、豊原分庁舎1号館2階の学校給食課　電話：0463-35-8119内の市学校給食会へ。





みんなで楽しもうかい


　市内在住・在勤・在学の外国籍の方と交流する会を開きます。ダンスや歌などで交流を深めます。

　1月22 日（日）午後1時～4時。青少年会館。200 人（先着順）。中学生以上1000円、小学生500円。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520





就労支援相談


　1月25日（水）午後1時・2時・3時・4時・5時からの5回、各50分。勤労会館。市内在住・在勤・在学の方5人（先着順）。

募：産業振興課　電話：0463-21-9758





ガイドと巡る平塚の文化資源


　神田の史跡・文化コース。1月22日（日）午前9時～11時30分。4・8キロメートル。当日午前の横浜の降水確率が60％以上の場合、29日（日）に延期。神奈中横内四ツ角バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：はがきで、コース名・必要事項を、1月15日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。





市民農園で野菜づくり


　豊田小嶺市民農園（東豊田道下283-1ほか）を3月に開設します。

　市内在住で、年間を通じて農園を利用できる方。38区画（抽選）。1区画40平方㍍。年1万円。利用期間は3月15日から2年間の予定で、更新もできます。

募：往復はがき（1世帯1通）で、必要事項を、1月30日（月）までに、〒254-8686豊原町2-14農水産課　電話：0463-35-8102へ。





続・30代からの家族と自分のためのライフプラン講座


　2月4日（土）午前10時～正午。勤労会館。市内在住・在勤の方30人（先着順）。

募：市勤労者共済会　電話：0463-35-3399





労働法講座


　2月6日（ 月）・8日（ 水）・13日（月）・20日（月）・23日（木）、午後6時30分～8時30分、全5回。県平塚合同庁舎別館（西八幡1-3-1）。50人（先着順）。

募：かながわ労働センター湘南支所　電話：0463-22-2711












[image: 新年のあいさつ]

　明けましておめでとうございます。

　昨年は、未曽有の大震災に見舞われ、日本全体が大きな試練を与えられた年でありました。新しい年が、復興と再生に向けて大きく歩みを進める1年になることを心から願うとともに、微力ながら被災地を支える力になりたいと、思いを新たにしているところです。

　就任2年目を迎える今年は、平塚市総合計画の新たな基本計画と平成24年度版実施計画をスタートさせます。厳しい財政状況の中ではありますが、強い思いを持って着実に取り組んでまいるつもりです。

　防災面では、引き続き津波対策をはじめ民間住宅の耐震補助についても拡充するなど、可能な限りの対策を整えていきたいと考えています。また、太陽光発電の推進による環境に配慮した暮らしの実現や地域経済の活性化、公民館を利用した地域自治推進の枠組みづくりなどについて、一つ一つ確実に進めてまいります。

　本市は、今年で市制施行80周年を迎えます。この節目の年が平塚市にとってさらなる飛躍の年になるよう、そして、市民の皆さまの笑顔を一つでも増やせるよう、対話と共感を大切にしながら、市政運営に取り組んでまいりますので、皆さまのお力添えをお願いいたします。

　本年が皆さまにとりまして、素晴らしい年になりますことを、心からお祈り申し上げます。


[image: 落合克宏]

平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: まつづくりへのご意見を募集します]

①ツインシティ大神地区まちづくり計画（素案）

　県などが策定した「ツインシティ整備計画」などを踏まえ、ツインシティ大神地区のまちづくりについて、計画（素案）をまとめました。素案は公民館や市ウェブなどで閲覧できます。

　地区説明会

　大神公民館（大神2391-1）1月19 日（木）午後7時～9時。

②都市計画道路見直し計画（素案）

　都市計画道路が担うさまざまな機能から必要性を検証し、見直しを進めてきました。見直し結果をまとめた都市計画道路見直し計画（素案）へのご意見を募集します。素案は公民館や市ウェブなどで閲覧できます。

　地区説明会

　花水公民館（桃浜町34-34）1月20日（金）午後7時～9時。

　なでしこ公民館（撫子原12 -54）1月21 日（土）午前10時～正午。

　富士見公民館（中里11 -21 ）1月21 日（土）午後3時～5時。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、意見・必要事項（在勤・在学の方は勤務先か学校名も）を、1月10日（火）～2月10日（金）に、本庁舎4階のまちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。件名などに「パブリックコメントへの意見」と対象の計画名を明記してください。





[image: ShonanBMWスタジアム平塚に愛称が決まりました]

　平塚競技場のネーミングライツによる愛称が「ShonanBMWスタジアム平塚」に決まりました。スポンサーは、東八幡に支店がある自動車ディーラーのモトーレン東洋です。契約金額は年額2,000万1円で、期間は3月1日から3年間です。市では、広報やウェブなどで、愛称を使います。


問：行財政改革推進課　電話：0463-21-9604


[image: ShonanBMWスタジアム平塚]
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お知らせ


防災講演会


　「大地震　平塚に大津波警報！ そのときあなたは？」と題する、地震と津波についての防災講演会です。市が作成した津波浸水モデルのシミュレーションを発表します。

　1月22日（日）午後2時～4時。中央公民館。700人（先着順）。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734





「子ども手当」の申請はお早めに


　平成23年10月から子ども手当制度が変わりました。10月分からの子ども手当を受け取るためには、これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方に申請が必要です。


　平成23年10月1日の時点で受給資格のある方は、平成24年3月31日までに申請すれば、平成23年10月分から受け取ることができます。平成24年4月1日以降に提出した場合、申請した翌月分からの子ども手当を支給しますので、お早めに申請してください。


　平成23年10月1日以降にお子さんが生まれた方はお子さんの出生日の翌日から、他の市区町村から平塚市に転入した方は他市区町村からの転出予定日の翌日から、それぞれ15日以内に申請が必要です。申請が遅れると、遅れた月分の子ども手当を受けられなくなることがあります。


問：こども家庭課　電話：0463-21-9844








宝くじの助成金で「お祭りやぐら一式」を整備


　宝くじの助成金で崇善地区自治会連絡協議会が「 お祭りやぐら一式」（次写真）を整備しました。

　（財）自治総合センターは、宝くじの収益金を利用し、さまざまなコミュニティー活動を応援し、助成事業を進めています。

　宝くじの収益金による助成を希望する団体は事前にご相談ください。
問：協働推進課　電話：0463-21-9618


[image: お祭りやぐら一式]







被災地支援報告会


　東日本大震災の被災地で活動した市内の団体や個人が現地の様子などを報告します。

　①1月21日（土）②2月18日（土）③3月24日（土）、午後1時30分～3時30分。市民活動センター。

問：市民活動センター　電話：0463-21-7517








「経済センサス調査」にご協力を


　日本経済の「いま」を知るため、全ての事業所・企業を対象に「経済センサス活動調査」を2月1日（水）に実施します。今回の調査は、経済活動への東日本大震災の影響を把握し、今後の復興のための貴重な資料になります。市内の単独事業所や新設事業所に、1月末までに調査員が調査票を届けます。調査結果は地域の産業振興などに利用します。

問　企画課　電話：0463-21-8797








譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。詳細は市のウェブで確認できます。譲ります　ベビーチェア・シングルベッド・犬小屋など。譲ってください　幼稚園制服・ベビーベッド・ジューサーなど。

問　リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301







湘南ひらつかふれあいマーケット 朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。初売りとなる今回は、数量限定の福袋を各店舗で販売します。

　1月15日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。






平塚観光フェスティバル


　1月19日（木）～24日（火）、午前10時～ 午後6時（24日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107
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湘南里川づくりフォーラム2012


　金目川水系の自然環境保護に取り組む「湘南里川見守り隊」の活動などを紹介します。

　1月29日（日）午前10時～午後0時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。200人（先着順）。


問：県湘南地域県政総合センター企画調整課　電話：0463-22-2711














[image: 小学校の入学説明会]

　4月に小学校へ入学するお子さんの保護者を対象に、入学説明会を開きます。会場は原則として各小学校ですが、富士見小学校は富士見公民館で開きます。問い合わせは各小学校へ。
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[image: すこやかサポート市民病院10]

耳鼻咽喉科

　以前とは変わってきた、最近の耳鼻咽喉科の取り組みをご紹介します。

　まず鼻疾患です。近年では、鼻の穴から内視鏡を入れて手術することが主流になっています。程度が軽い場合は、日帰りや1泊入院での内視鏡による手術もできます。アレルギー性鼻炎のレーザー治療も日帰りで内視鏡でしています。

　続いて、頭頚部（とうけいぶ）がんです。日本人の死亡原因の第1位はがんです。頭頚部に発生するがんの多くは、喫煙と過度の飲酒が強く関連しています。

　頭頚部に発生するがんの多くは、口腔（こうくう）・咽頭・喉頭のがんです。これらのがんがある人は、食道や肺にもがんが重複多発する傾向があることが分かっています。このため、もしも食道や肺にがんが見つかったら、頭頚部がんの検査もすべきだと言えます。

　頭頚部のがんは、他の臓器と異なり、外来で手軽に、直接目で見て、あるいはファイバースコープで確認できます。がんは早期発見、早期治療に尽きます。気に掛かることがありましたら、早めの受診をお勧めします。


❖市民病院　電話：0463-32-0015


[image: 鼻の穴から内視鏡で手術]

▲鼻の穴から内視鏡で手術



健康と福祉


身体障がい者の補装具・車いすなどの相談


　必要な補装具の作成・修理の相談を受け付けます。今回は車いすの相談も受け付けます。完成までに3回程度かかる場合もあります。必ず本人が来場してください。

　1月27日（金）午後1時～3時。南附属庁舎2階Ｅ会議室。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。身体障がい者手帳・印・現在使っている補装具。

募：1月26日（木）までに障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：35-5770へ。




健康づくり教室


　健康診断の結果が気になる方は、この機会に、日々の暮らしを見直してみませんか。


①健診で血糖値注意といわれた講話編

　希望の方は血管年齢を測ります。

　2月4日（土）午前10時～11時30分。勤労会館。市内在住・在勤の方40人（先着順）。


②健診で血糖値注意といわれたら食生活実践編

　歯科衛生士の話もあります。

　2月18日（土）午前10時～午後1時30分。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。エプロン・三角巾。400円。


③健診で脂質代謝注意といわれたら

　講話編

　希望の方は血管年齢を測ります。


　2月16日（木）午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。


④健診で脂質代謝注意といわれたら

　食生活実践編

　2月22日（水）午前10時～午後1時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。エプロン・三角巾。400円。

募：①③は電話で、②④ははがきで、教室名・必要事項・年齢を、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。





くすの木体操講習会


　1月20日（金）午後1時30分～3時。保健センター。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111





オストメイト交流会


　オストメイト（人工肛門・人工ぼうこうの保有者）とその家族を対象に、日頃の悩みを語り合い、情報を交換する交流会を開きます。災害対策についても説明します。

　1月15日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774





家族介護教室


　「らくらく介護方法　移動と移乗
編」です。

　2月4日（ 土）午後1時30分～3時。平塚共済病院（追分9-11）。市内在住の高齢者を介護している市内在住・在勤の方20人（先着順）。

募：ひなたぼっこ　電話：0463-33-2511





うつ病の精神家族教室


　1月17日（火）午後2時～4時。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。うつ病と診断され治療中の方の家族。

募：平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130





平日ボランティアスクール


　福祉ボランティア活動の基礎知識を学ぶほか、点字や手話、車いすなどの体験もします。

　2月3日～3月9日の金曜日、午後1時30分～3時30分、全6回。福祉会館。ボランティア活動に関心がある方40 人（先着順）。

募：電話または直接、1月6日（金）午前8時30分から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。





要約筆記入門講習会


　耳が不自由な方に、音の情報を文字で伝えるため、要約筆記の方法を学びます。

　2月1日～3月7日の水曜日、午後1時30分～3時30分、全6回。福祉会館。市内在住・在勤の方15人（先着順）。筆記用具。500円。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。

















スポーツ


スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るために、文化スポーツまちづくり振興財団はスポーツ教室を開いています。一緒に体を動かしてみませんか。会場は、①～③は総合体育館④～⑥はひらつかアリーナ。抽選。

①アクアビクス　2月2日～3月8日の木曜日、午前10時30分～11時30分、全6回。45人。4000円。

②はつらつ水中体操　2月8日～3月14日の水曜日、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午、全6回。各60人。2500円。

③すっきり・のびのび体操　2月8日～3月28日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全8回。45人。2500円。

④リズムウオーキング・ストレッチ体操　2月2日～3月22日の木曜日、午前9時30分～10時45分、全8回。80人。3000円。

⑤男性フットサル　2月2日～3月8日の木曜日、午後7時15分～8時45分、全6回。30歳以上の方40人。3000円。

⑥卓球　2月15日～3月21日の水曜日、午前9時30分～正午、全6回。初心・初級・中級、計100人。4000円。

募：はがき（1人1枚）で、教室名・必要事項・年齢を、1月14日（土）までに、〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも申し込めます。








市内駅伝競走大会


　1月8日（日）午前9時、平塚競技場前をスタートします。市内の各地区の代表と実業団の選手たちに沿道から温かい声援を送りましょう。

地区対抗の部　6区間。

実業団対抗の部　5区間。

◆中継点などの通過予定時刻

女子区　平塚競技場前（地区対抗の女子選手が総合公園を1周）　9時

第1区　平塚競技場前　9時5分

第2区　城島小学校前　9時24分

第3区　大住中学校前　9時46分

第4区　みずほ小学校前　10時2分

第5区　吉沢小学校前　10時22分

ゴール　山城中学校　10時38分

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060


[image: 市内駅伝競走大会]















[image: 馬入でサッカーを始めてみませんか]

[image: 親子サッカー]



耳鼻咽喉科

　ＮＰＯ湘南ベルマーレスポーツクラブの指導者が教えます。会場は馬入ふれあい公園サッカー場（中堂246-1）です。

①レディースサッカー　1月20日～3 月9日の金曜日、午前10時30分～正午、全8回。市内在住・在勤の18歳以上の女性50人（先着順）。


②親子サッカー（前写真）　Ａ水曜日コース　1月18日～3 月7日　Ｂ金曜日コース　1月20日～3 月9日、午後3時10分～4 時10分、全8回。市内在住の4・5歳の未就学児とその保護者、各30組（先着順）。


③未就園児親子スポーツ　1月18日～3 月7日の水曜日、午前10時30分～11 時30分、全8回。市内在住の2・3歳の未就園児とその保護者20組（先着順）。


募：ファクス・メール（1通で1組）で、教室名（②は曜日も）・必要事項・年齢・ファクス番号を、1月7日（土）午前9時から、馬入ふれあい公園サッカー場　電話：0463-24-1137　FAX：25-0106　メール：banyuu-soccerground@mf.scn-net.ne.jpへ。





市民相談



市民相談室

市：本庁舎1階　電話：0463-21-8764



◇一般市民

毎週月～金曜日、8時30分～正午・午後1時～5時



◇一般法律（予約制）

水曜日、木曜日、午後1時～4時



◇多重債務（予約制）

1月10日（火）・24日（火）、午後1時～4時



◇税務（予約制）

1月6日（金）、2月3日（金）、午後1時～4時



◇年金・社会保険・労災

1月10日（火）午後1時～4時



◇登記・供託（予約制）

1月13日（金）午後1時～4時



◇測量・境界

1月13日（金）午後1時～4時



◇下請取引

1月17日（火）午後1時30分～4時



◇住宅（新・改築）

1月17日（火）午後1時～4時



◇不動産

1月20日（金）午後1時～4時



◇分譲マンション管理

1月23日（月）午後1時～4時



◇許認可各種届出

1月27日（金）午後1時～4時



◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／中国語：第2・4木曜日、いずれも9時～正午・午後1時～4時







こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：21-9843



◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時






子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076



◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013



◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時



◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時







消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









療育相談室

福祉事業センター　電話・FAX：32-2738



◇子どもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前10時～午後3時










青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311



◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830（ミミでナヤミナシ）　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。







福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333



◇法律（予約制）

1月10日（火）、2月14日（火）午後1時～4時。



◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111



◇来所（生活習慣病の予防や食事・運動による病状改善相談。予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時









保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779



◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



◇手話案内　FAX：35−5770

金曜日、午前9時～午後0時30分



◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



◇来所（予約制）

1月18日（水）午前9時30分～正午








人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172



◇来所

1月17日（火）午後1時～4時












女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





ヒラツカルチャー



博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33-5111　FAX：31-3949

休館日 10・16・23・30・31日



■冬期特別展　星々のみちびき～大雄山参道二十八宿灯～

　南足柄市にある大雄山最乗寺の参道には、かつて中国や日本で使われた星座名が冠された道しるべが立っています。なぜ星の名が刻まれたのか--。素朴な疑問から出発し、私たちと星のつながりについて紹介します。


　1月15日（日）まで。特別展示室。

・ギャラリートーク　1月8日（日）午後3時～4時。特別展示室。

[image: 冬期特別展]






■寄贈品コーナー

　考古部門。1月29日（日）まで。





■プラネタリウム

★2012年の天文現象

　5月21日の金環日食といった、大きな天文現象が起こる2012年。天文現象の見方をプラネタリウムのシミュレーション機能を活用して紹介します。


　1月29日（日）までの土・日曜日。午前11時と午後2時。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。





■星を見る会「木星・金星・冬の星座を見よう」

　雨天曇天中止。1月27日（金）午後7時～8時30分。屋上。1階科学教室に集合。






■ろばたばなし

　民家のいろりばたで昔話を聞きませんか。

　1月15日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。






■自然教室　葉脈標本を作ろう

　葉っぱを薬品で煮て、葉脈を取り出します。

　1月28日（土）午後1時～3時。科学教室。15人（抽選）。小学生以下は保護者同伴で参加。

募：往復はがきで、必要事項を1月19日（木）までに博物館へ。











中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 4・10・16・23・30・31日



■ブックスタートの予約受け付け

　①1月22日（日）中央図書館②25日（水）西図書館③2月8日（水）南図書館。いずれも午前10時～11時30分。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。

募：電話で中央図書館へ。




■映画会

　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール。

　1月8日〔こども映画会〕あしながおじさん（アニメ）。15日〔一般映画会〕拳銃無宿（実写）。22 日〔こども映画会〕みんな友だち、クマのプーさん　プーさんとはちみつ（アニメ）。29日〔広報映画会〕平塚から見える富士山、平塚いちご、木こりアーティスト。





■■中央図書館1月の特集展示

　「ホット・ぽかぽか・あたたかくなる本」

　1月5日（木）～29日（日）。2階貸出室。










美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 3月31日まで



■空調の改修工事のため全館休館

　3月31日まで全館休館します。期間中はレストランや市民アートギャラリーなども利用できません。

　【休館中のお問い合わせ】毎週火曜日～土曜日、午前8時30分～午後5時15分。【4月以降の市民アートギャラリー・ミュージアムホール・アトリエの利用申し込み】毎週火曜日～土曜日、午前9時30分～午後5時。







[image: 昔の写真を募集しています]



　博物館では、明治～昭和50年ごろに平塚市とその周辺で撮影された写真を集めています。提供していただいた写真は平成24年度の秋期特別展で展示・紹介する予定です。また、印刷物やウェブなどにも使用させていただきます。提供者本人が撮影、または使用権をもつもので、アルバム・プリント・フィルム・デジタルデータのいずれの形でも構いません。複製をとった後で返却します。


【募集する写真】①歴史、暮らし、自然の移り変わり（自然景観・町並み・鉄道・道・公共施設など）②大規模開発にともなう景観の変化（ 旭地区・日向岡・岡崎などの宅地開発）


③地域や家庭の暮らし（服装・食卓・住まい・仕事・祭礼・子どもの遊びなど）④地域の歴史的出来事（記念行事、台風・地震などの自然災害）


募：1月6日～5月31日に博物館　電話：0463-33‒5111へ直接お持ちいただくか、電話で連絡を。


[image: 昭和28年頃。現在の見附町付近。撮影：松原恭一郎さん]

▲昭和28年頃。現在の見附町付近。撮影：松原恭一郎さん
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